
離岸堤等の点検における新技術の活用

資料－４第２章 点検の概要
第４章 定期点検



改訂案：第２章２－１．点検の種類と目的 p2-2 改訂案：第４章４－２－２．一次点検 p4-3
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○ 陸上からの目視だけでなく、新技術の積極的な活用が図れるような記載とした。



改訂案：参考資料－２ 点検に関する技術の例 参考資料p2-5
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（１）ALB（Airborne Laser Bathymetry：航空レーザ測深）による三次元地形計測

航空レーザ測深は、航空機に搭載した測深機から水中を透過する緑波長のレーザ光（グリーンレーザ）
を照射して、陸水部の標高を面的に取得する手法であり、陸、海底・河床の高詳細・高精細な３次元地形
を取得できる。
それにより、海底地盤の洗掘や、ブロックの移動・沈下・散乱等の変状を定量的に把握することができる。

図 ALB（航空レーザ測深）とナローマルチビームによる三次元地形計測の事例（0.5mメッシュ）
出典：国土交通省中部地方整備局沼津河川国道事務所



改訂案：参考資料－２ 点検に関する技術の例 参考資料p2-5

（２）UAVによる人工リーフの簡易な点検方法の検討
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図 水深補正後の標高の推定値の誤差の平面分布（各図の中央の黒枠内が人工リーフの天端面）

出典：UAVを用いた人工リーフの形状把握における海面での屈折の影響の補正法に関する検討：浜口耕平・加藤史訓・橋本孝治・
小金山透，土木学会論文集B2（海岸工学），Vol.74,No.2,I_1429─I_1434,2018.

UAVによる人工リーフの簡易な点検方法を検討することを目的として、撮影した静止画を色調の補正を行った上
で三次元形状復元計算を行い、異常値を除去して見かけの水深に補正係数を乗じることで真の水深の推定という
手順で、一定の精度で人工リーフの三次元形状を推定できる。



改訂案：参考資料－２ 点検に関する技術の例 参考資料p2-6

サイドスキャンソナーは、音波パルスを発振し、海底の様々な物体から反射してくる反射波の強弱を解析し、
イメージ画像を作成するシステムである。

離岸堤等の点検方法における新技術の活用について
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図 サイドスキャンソナーによる調査事例

出典：北陸地方整備局信濃川河川事務所

（３）サイドスキャンソナー音響探査（水中調査）

図 サイドスキャンソナーのイメージ

出典：河川砂防技術基準 調査編（H26.4）


